
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

＜７月２２日の卓話＞ 

【宝物になった日本刀】 

㈱日本刀剣 代表取締役 伊波 賢一 様 

（小西悦郎会員 ご紹介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

年次標語＝皆でつくろう豊かなロータリーライフ  1325号 2014/7/29 

本日の卓話 

「終活のすすめ」 

㈱第一生命経済研究所 主席研究員 

小谷 みどり 様 

（小山正之会員 ご紹介） 

第 1368回 例会 

今日は小西様のご紹介で、刀についてお話しさせて頂きます。

まず刀と聞いて、刀を所持していいのか、今作っている人がい

るのか、という疑問を良く耳にします。刀は戦後 GHQ の武装

解除により取り上げられました。刀を所持するには教育委員会

に登録して、その登録証を刀に付ける必要があります。登録証

がないと不法所持で捕まります。逆に登録された刀を売買の為、

研いだり磨いたりする為に持ち歩くのは問題ございません。そ

の意味で刀は警察関連ではなく美術の分野でございます。 

また刀剣を作る人はもちろんおります。日本で 300 名ほどおり

まして、そのうち 50 人～60 人が刀の製造のみで生活しており

ます。刀鍛冶のもとで 6 年ほど修行して、一本作れるようにな

って文化庁で承認されると刀を作っていいことになるのです

が、一年間で 24本しか作ってはいけないという厳しい制限がご

ざいます。修行で一番厳しいのは炭きりで、備長炭を切る作業

があるのですが、これが一番大変で、逃げ出す人が多いようで

ございます。 

次に刀を見るポイントとして３点ございます。一つ目は刀の姿

形です。時代と共に段々と真っ直ぐになっており、形を見るだ

けで何の時代か分かります。二つ目は地金です。刀は折れたり

曲がったりしないように、特別な素材で作ります。砂鉄を集め

て３日間炭で焼きまして、その塊を鍛錬して平たくしていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三つ目は刀文です。800℃以上に熱して水で冷やすこと

を繰り返します。硬さを変えて細かいクッションがつく

ようにするのです。その結果、折れず曲がらずよく切れ

る刀になるのです。 

刀は武器としてよりも、名誉なものとして使われること

が多いです。武将が家来に授けたり、有力者が螺鈿を刀

に巻いたりして、きれいに飾ったりしています。今でも

皇族の方が生まれると、人間国宝に命じてお守り刀を作

ったりします。国を挙げて刀を宝だと思っているのです。

戦いで亡くなるのは刀ではなく弓矢が圧倒的です。是非

皆さん刀剣を武器ではなく美術品として見て頂きたく思

います。虎ノ門で店をやっておりますので、いつでもお

立ち寄りください。本日はありがとうございました。 

２０１３～２０１４年度年間皆出席表彰者 

※ホームクラブ皆出席賞（ホームクラブ 100％出席） 

 

岡田会員、長野会員、阪口会員、堀会員（４名） 

※皆出席賞（メーキャップ後出席率 100％） 

 

松井会員、海瀬会員、陣内会員、中根会員、小西会

員、内海会員、猪山会員、三ツ木会員（８名） 

※皆出席（期間を定めないメーキャップ後 100％） 

中西会員、保坂会員、金澤会員、小山会員、田邊会員、

北村会員、水谷会員、藤永会員、山田会員、柴会員、

今泉会員、木村会員、冨岡会員、上田会員、三宅会員、

鞍掛会員（１６名） 

 

 

 

 

※皆出席 

 



 

 

         

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

○会長報告（会長） 

 今回表彰されました皆出席会員の皆様、おめでとう

ございます。皆出席は３つのパターンに分かれまして、

ホームクラブ（新橋クラブ）に 100％出席された方、メー

キャップ後の皆勤賞の方、期間を定めないメーキャッ

プ後の 100％出席の方、がございます。今回は合わせ

て 28 名の方を皆出席ということで表彰させて頂きまし

たので、今年度も皆出席目指して宜しくお願い致しま

す。 
〇幹事報告（幹事） 

先週は札幌出張で例会を欠席させて頂いたのです

が、いい機会でしたので札幌でメーキャップをしてまい

りました。札幌ではこちらとちょっと違っておりまして、

会長が全て司会進行をするという素晴らしいシステム

でありまして(笑)、執行部は正面の横机に座り、SAA

等は後ろの横机に座り、前後で会員を挟む格好になっ

ておりました。また、ちょうど新入会員のご紹介があっ

たのですが、ご紹介者がまるで披露宴で新郎新婦を

紹介するかのように延々と新入会員の紹介を述べて

行き、最後に本人がちょこっとご挨拶する形でした。今

回札幌からメーキャップされている方もいらっしゃるの

で、この場を借りてお話しさせて頂いた次第です。 
〇委員会報告（親睦委員会） 

8 月 1 日のゴルフ親睦会の件でございますが、まずお

詫びしなければならないのが、希望者が少なかったた

め、鳴沢ゴルフ倶楽部における練習ラウンドは中止と

なりました。前夜祭からのスタートでございます。車で

来られる方は、17 時までに富士桜カントリークラブの

駐車場に集合してください。中西会員が迎えに来られ

ることになっておりますので、宜しくお願いします。 

 

 
本日の歌 「鉄道唱歌  ～東海道編～  ８番」 
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・・・次回例会のご案内・・・ 

日時：８月５日（火）１２時３０分～ 

場所：第一ホテル東京 ４F プリマベーラ 

演題：「アンゴラで４年間」 

  特定非営利活動法人 四端会（したんかい）

理事長 土井 義尚 様 

（坂本正彦会員ご紹介） 

 

■ 第 1367 回例会（7 月 22 日）プログラム 

１．点鐘  ２．ロータリーソング「日も風も星も」、 

本日の歌「鉄道唱歌～東海道編～５番」  

３．2013-14 年度皆出席者の表彰  

４．会長報告 ５．委員会報告 

６．卓話 ７．点鐘 

■ 出席報告    

7 月 22 日 出席者 35 名 ビジター4 名 出席率 70％ 

7 月 15 日 出席者 35 名 メーキャップ 8 名 計 43 名 

会員数 54 名 出席対象者 50 名 修正出席率 86％ 

■ ビジター（敬称略 ） 

斎藤 貞夫（札幌）  上滝 博正（東京） 

大山 忠一（東京品川）  岩出 誠（東京銀座新） 
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金澤 洋     さる１９日（土）、みずほフィルの第 26 回定

期演奏会、無事終了しました。皆様のご声

援に厚くお礼申しあげます。 

 

長野 洋     「にせい会」の皆様へ、先週わらびのスペ

インレストラン「ふぇるじなんど」にお越しい

ただき、ありがとうございました。 

 

岡田 髙治   今朝起きたら、蝉が鳴いていました。いよ

いよ梅雨明け、そして夏本番を迎えます。 

                     
  
 

 


